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（評価結果の所見） 

深奥質感を科学的に理解し、工学的に実現し、アートとして表現し、その結果を社会に還元するこ

とを目指すという目標は着実に進展している。深奥質感の概念をブラッシュアップし、三つの基本軸

で整理した深奥質感の定義により、全てのテーマの方向性や評価軸が明確になっている。このよう

に、幅広いテーマで、情報科学と神経科学の連携など、領域内連携や領域間研究が活発に行われてお

り、アウトリーチ活動や若手育成なども積極的に行われている。質感認識ネットワークによって、そ

のマルチモダリティーをその本質としてとらえている点は独創的な視点であり、マルチモーダル AI

の進展などによる、新たな研究連携へ展開することで、今後の突破口になる可能性はある。 

一方、五感の統合的感覚として深奥質感を捉える試みは非常に野心的であるが、「質感」とは何か

が必ずしも明確でない。改めて質感又は深奥質感を定義した上で、その統合的理解につなげていくこ

とが求められる。また、求心力を高めるようなマネジメントの工夫が必要であり、展開されている多

様なテーマを集約し、新たな学術領域の構築に向け推進していくことが望まれる。 

 


